
日頃からの備えを
　大規模災害が発生した場合、すぐに支援
物資が届かない可能性があります。各家
庭での備蓄（食糧・水は3〜7日分）、お住
まいの地域の避難場所・避難所や避難経
路を把握しておきましょう。スマートフォ
ンなどによる各種「防災アプリ」の活用も
有効です。
　また、家族で連絡方法や集合場所など
を決めておきましょう。
地震が発生した直後は
①屋内にいる場合は、窓ガラス、家具、照
　明の下から離れましょう。
②机の下に潜るなどの避難行動を取り、
　かばんなどで頭部を守りましょう。

③運転中の場合は、停車してエンジンを
　止め、揺れが収まるまで車内にとどまり
　ましょう。
④屋外にいる場合は、狭い路地、塀、建物
　などから離れましょう。
揺れが収まったら
　周囲の状況を確認し、落ち着いて行動
しましょう。自宅に被害がなければ避難場
所・避難所に向かう必要はありません。
　避難で自宅を離れる際には、ガス栓や
メーターの元栓を閉め、出火防止のため
にブレーカーを遮断しましょう。
　また、ケガをしていない場合は自主防災
組織などが行う救助活動や初期消火活動
に協力しましょう。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
。
被
災
地

で
復
旧
・
復
興
作
業
が
進
め
ら
れ
る
一

方
で
、
昨
年
５
月
に
熊
本
で
震
度
７
の

地
震
が
発
生
、
８
月
に
は
台
風
10
号
に

よ
る
水
害
が
東
北
・
北
海
道
を
襲
う
な

ど
、
各
地
で
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
人
的
被
害
や
建
物
倒
壊
な

ど
の
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
内
閣
府
中
央
防
災
会
議
「
首
都

直
下
地
震
対
策
専
門
調
査
会
」
に
よ
る

と
、「
東
京
湾
北
部
地
震
」
ま
た
は
「
茨

城
県
南
部
地
震
」
が
発
生
し
た
場
合
、
本

市
に
は
震
度
６
弱
の
揺
れ
を
も
た
ら
す

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
し

た
時
、
自
分
や
家
族
を
守
る
た
め
の
備

え
を
再
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

問
防
災
危
機
管
理
課

☎
７
１
５
０

−

６
３
１
２

今号に掲載の平成29年度事業については、市議会第1回定例会の議決を経て実施されます。

問選挙管理委員会事務局☎ 7150−6100

東日本大震災から６年
　災害への備えを再チェック

昨年8月、おおたかの森小・中学校で行われた防災訓練。写真は、地震からその場で身を守る姿勢をとるシェイクアウ
ト訓練の様子。

非常用持ち出し品チェックリスト

地震に対する備え

避難に備えて、非常用持ち出し袋の中身をチェックしましょう。

　自宅から離れた場所に外出中、大規模な
地震の発生により電車などの公共交通機関
が止まってしまった場合、帰宅が困難にな
ることが予想されます。
　災害時は、火災や建物からの落下物など
による負傷の危険があるほか、多くの方が
一斉に徒歩で移動することで、救助活動の
妨げになることもあります。むやみに移動
せず、適切に状況を判断し、落ち着いて行
動しましょう。

・まずは自分の身の安全を確保する。
・職場や集客施設などの安全な場所にとど
まる。
・災害用伝言サービス（171）で、家族の安
否などを確認する。
・交通情報や被害情報などを入手する。

　　　　
　徒歩での帰宅に備えた対策をしておきま

しょう。
　

・ラジオや地図を持ち歩く。
・職場などにスニーカーや懐中電灯、手
　袋、飲料水、食糧などを用意しておく。
・家族などと安否確認の方法や集合場所を
　話し合っておく。
・徒歩での帰宅経路を確認しておく。

　　　　
　次のステッカー表示があるコンビニエ
ンスストア、ファミリーレストラン、ガソリ
ンスタンドなどで、災害時に水道水やトイ
レ、道路交通情報などを提供していただけ
ます。

自宅から離れた場所で被災した時に

千葉県を含む九都
県市が協定を締結

避難準備情報などの名称が変更
昨年８月、台風 10 号による水害で、東北・北海道の各地では甚大な被害が

発生しました。岩手県岩泉町ではグループホームが被災し、入居者 9 人が全員
亡くなるなど高齢者の被災が相次ぎました。

本水害では、「避難準備情報」が発令された際、高齢者施設において適切な
避難行動が開始されなかったことを重く受け止め、とるべき行動を明確にする
ため、「避難準備情報」は「避難準備・高齢者等避難開始」に、「避難指示」
は「避難指示（緊急）」に、それぞれ名称変更されました。

※避難情報が発令されなくても、身の危険を感じる場合は避難を開始してください。

避難情報の種類 とるべき行動

避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）

3 月 1日、市ではＮＴＴタウンページ㈱と「防災啓発情報等に関する協定」を
締結しました。協定の内容は、平成 30 年 1月（予定）に市内の避難所などを
記したマップ（地図）を掲載した「防災タウンページ流山市版」を全戸・事業所
へ配布していただくほか、同社が運営するＷＥＢサイトの発行一覧に、本市の
防災に関する啓発情報を掲載していただきます。

防災啓発情報等に関する協定
ＮＴＴタウンページ㈱と締結

3 月 26 日㈰は千葉県知事選挙の投票日です。仕事や旅行などで投票日
当日に投票できない方は、期日前投票または不在者投票をご利用ください。

選挙は、皆さんが政治に参加する大切な機会です。大切な一票、棄権し
ないで投票しましょう。（関連記事2面）

３月２６日は千葉県知事選挙の投票日
当日投票できない方は期日前投票を

【期日前投票の場所・時間】

場　所
流山市役所
北部公民館
東部公民館
初石公民館
南流山センター

おおたかの森出張所

期　間
実施中～3月25日㈯

3月18日㈯～25日㈯

開設時間
8 時 30 分～20 時

9 時～21時

9 時～20 時

ポイント

徒歩帰宅に備える

ポイント

徒歩で帰宅する方を支援

・いつでも避難できるよう準備する。
・身の危険を感じる方、避難に時間を要する方（高齢者、障害
　をおもちの方、乳幼児連れの方など）は避難を開始する。

・避難場所へ避難する。
・地下空間にいる方は、速やかに安全な場所へ避難する。

・まだ避難していない場合は、直ちにその場から避難する。
・外出することでかえって命に危険が及ぶ状況では、自宅内　
　のより安全な場所に避難する。

□懐中電灯
□携帯ラジオ
□水･食糧
□筆記用具
□救急セット
□タオル
□衣類･下着

□缶切り･携帯ナイフ
□ホイッスル･ヘルメット
□ライター･マッチ･ろうそく
□携帯トイレ
□粉ミルク･紙おむつ・哺乳瓶
　（赤ちゃんがいる家庭）
□常備薬･介護用品（高齢者がいる家庭）

□軍手
□洗面具
□カッパ
□ちり紙
□ロープ　
□ガムテープ ( 布製 )
□油性マジック

No.14553 11
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ぼく　　
「せんきょ君」
　です

千
葉
県
知
事
選
挙
の
投
票
日

あんま利用および
人間ドック･脳ドックの助成

3月13日から受け付け開始
　国民健康保険または後期高齢者医療の平成29年度分「あんま、マッサージ、指圧、
はり、きゅう施設利用券」と「人間ドックおよび脳ドック助成」の申請受け付けを3月13
日から開始します。指定施設および検査医療機関など詳細は、市ホームページをご覧
になるかお問い合わせください。

▷対象＝60歳以上で国民健康保険に加入している方または後期高齢者医療制度に加
入している方
▷助成額＝利用券1枚500円※保険適用の治療は対象外

▷対象＝次の全てを満たす方
①人間ドックは満35歳以上、脳ドックおよび脳検査は満40歳以上の方
②国民健康保険に1年以上継続して加入している方または後期高齢者医療制度に加
入している方
③市で実施する特定健康診査または健康診査を当該年度に受診する予定のない方
▷助成額＝人間ドック･脳ドック:各25,000円、人間ドック＋脳検査:30,000円※検査費
用、オプションなどは検査医療機関で異なります。

　保険証をお持ちの上、国民健康保険加入者は市役所国保年金課、後期高齢者医療
制度加入者は市役所高齢者生きがい推進課へ（各出張所への提出および申請書（注）
の郵送も可）。人間ドックおよび脳ドックのみ、電子申請も可。あんま利用券、人間ドッ
クおよび脳ドック利用承認書は後日郵送。
注：市役所、各出張所で配布。市ホームページからダウンロード可

問国保年金課☎7150−6077／高齢者生きがい推進課☎7150−6080

３
２
１
５
８

ID
　

千
葉
県
知
事
選
挙
が
3
月
26
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
す
。
選
挙
は
、
皆
さ

ん
が
政
治
に
参
加
す
る
大
切
な
機
会
で
す
。
大
切
な
一
票
、
棄
権
し
な

い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
７
１
５
０

−

６
１
０
０

補
者
名
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

候
補
者
名
以
外
の
事
項
を
記
載
し

た
も
の
や
記
載
の
不
明
瞭
な
も
の

は
無
効
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
方

は
、期
日
前
投
票
宣
誓
書
兼
請
求

書（
入
場
整
理
券
の
裏
面
）の
太

枠
内
を
記
入
の
上
、投
票
所
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
な
い

場
合
は
、期
日
前
投
票
所
に
備
え

付
け
の
宣
誓
書
に
記
入
し
、提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票
】

　

体
が
不
自
由
で
投
票
所
へ
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
郵
便
な
ど

（
信
書
便
）に
よ
る
投
票
が
で
き

ま
す
。対
象
と
な
る
の
は
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
で
、（ア）
両
下
肢
、体
幹
、移
動
機

能
の
障
害
が
１･

２
級
（イ）
心
臓
、じ

ん
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ
う
、直
腸
、

小
腸
の
障
害
が
１･

３
級
（ウ）
免
疫
、

肝
臓
の
障
害
が
１
級
か
ら
３
級
の

い
ず
れ
か
の
方

②
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要

介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
と
記

載
の
あ
る
方

▽
投
票
所
＝
３
月
７
日
に
発
送
し

た
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
た
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。第

34
投
票
区（
東
初
石
１
丁
目
お
よ
び

東
初
石
２
丁
目
区
域
）の
投
票
所

は
、今
回
の
選
挙
に
限
り
、東
初

石
２
丁
目
自
治
会
館
と
な
り
ま
す
。

※
選
挙
当
日
は
、投
票
所
と
な
る

公
民
館
や
福
祉
会
館
な
ど
を
休
館

し
ま
す
。な
お
、生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー（
流
山
エ
ル
ズ
）お
よ
び
お
お

た
か
の
森
セ
ン
タ
ー
は
通
常
ど
お

り
開
館
し
ま
す
。

▽
投
票
で
き
る
方
＝
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方（
平

成
11
年
３
月
27
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
で
、

平
成
28
年
12
月
８
日
ま
で
に
本

市
に
住
民
登
録
を
し
、引
き
続
き

３
カ
月
以
上
居
住
し
て
い
る
方
）

※
平
成
28
年
12
月
９
日
以
降
に

本
市
に
転
入
届
出
を
し
た
方
で
、

前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
、前
住
所
地
で

の
投
票
に
な
り
ま
す
。ま
た
、２

月
25
日
以
降
に
市
内
転
居
し
た
方

は
、前
住
所
地
の
投
票
所
で
の
投

票
と
な
り
ま
す
。

※
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
な
い

場
合
や
紛
失
し
た
場
合
で
も「
投

票
で
き
る
方
」に
該
当
す
れ
ば
投

票
で
き
ま
す
。投
票
所
の
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
投
票
の
方
法
＝
投
票
用
紙
に
候

【
病
院
な
ど
の
施
設
で
の
投
票
】

　

次
の
施
設
に
入
院･

入
所
中
の

方
は
、施
設
で
投
票
で
き
ま
す
。

病
院:

東
葛
病
院
、千
葉
愛
友
会

記
念
病
院
、江
陽
台
病
院
、流
山

中
央
病
院
、ハ
ー
ト
ケ
ア
流
山
、

柏
の
葉
北
総
病
院

老
人
ホ
ー
ム
な
ど:

協
栄
年
金
ホ
ー

ム
、初
石
苑
、リ
バ
ー
パ
レ
ス
流

山
、マ
ザ
ア
ス
南
柏
、あ
ざ
み
苑
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
春
の
苑
、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
サ
ン
ラ
イ
ズ
流
山
、は
ま
な

す
苑
、グ
ッ
ド
タ
イ
ム
リ
ビ
ン
グ

流
山
、イ
リ
ー
ゼ
流
山
は
つ
い
し
、

流
山
こ
ま
ぎ
安
心
館
、イ
リ
ー
ゼ

南
流
山
、美
晴
ら
し
の
里
、イ
リ
ー

ゼ
南
柏
、で
い
ご
、グ
ッ
ド
タ
イ

ム
リ
ビ
ン
グ
流
山
弐
番
舘

【
滞
在
先
で
の
投
票
】

　

仕
事
な
ど
の
理
由
で
他
の
市
区

町
村
に
滞
在
中
の
た
め
、投
票
日

ま
で
に
市
に
帰
る
こ
と
が
な
い
方

で
も
、滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

▽
代
理･
点
字
投
票
＝
体
が
不
自

由
な
方
や
文
字
を
記
入
で
き
な
い

方
の
た
め
に
、代
理
人
が
用
紙
に

記
入
し
、本
人
が
投
函
す
る
制
度

の
利
用
や
点
字
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

▽
選
挙
公
報
の
配
布
＝
候
補
者
の

政
見
や
略
歴
な
ど
を
掲
載
し
た

選
挙
公
報
は
、３
月
16
日
㈭
の
朝

刊
（
朝
日
、産
経
、東
京
、日
経
、

毎
日
、読
売
）に
折
り
込
む
予
定

で
す
。ま
た
、市
内
各
駅
、各
出
張

所
・
福
祉
会
館
な
ど
に
も
用
意
し

て
お
り
、千
葉
県
選
挙
管
理
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

▽
メ
ー
ル
で
選
挙
情
報
を
お
届
け

＝
選
挙
当
日
の
投
票
状
況
や
開
票

状
況
な
ど
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

登
録
で
き
ま
す
。

３
月
26
日
㈰
７
時
～
20
時

29305ID

あんま、マッサージ、指圧、はり、きゅう施設利用の助成

人間ドック･脳ドックの助成

３
３
２
２
２

ID

　

上
下
水
道
事
業
の
運
営
に
係
る

重
要
事
項
に
関
し
必
要
な
調
査
お

よ
び
審
議
を
行
う
ほ
か
、
市
長
の

諮
問
に
応
じ
答
申
ま
た
は
建
議
を

行
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
審
議
会
な
ど
に
お
け

る
女
性
委
員
の
割
合
を
４
割
以
上

と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
女
性
の
積
極
的
な
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

委
員
の
方
は
会
議
の
際
に
一
時
保

育
を
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

▽
応
募
資
格
＝
市
内
に
１
年
以
上

居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
方

▽
募
集
人
数
＝
10
人

▽
任
期
＝
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

▽
活
動
内
容
＝
年
６
回
程
度
の
会

議
※
原
則
平
日
の
日
中
に
開
催

▽
報
酬
＝
日
額
７
２
０
０
円
（
交

通
費
含
む
）

▽
応
募
方
法
＝
任
意
様
式
に
応

募
理
由
と
水
道
事
業
ま
た
は
下

水
道
事
業
の
将
来
像
に
つ
い
て

１
０
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
職
業
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
明
記
の
上
、
３
月
31

日
（
必
着
）
ま
で
に
〠
２
７
０

−

０
１
２
１
流
山
市
西
初
石
５

−

57
流
山
市
上
下
水
道
局
経
営
業

務
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
※
応

募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

▽
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お
よ
び

面
接
※
結
果
は
応
募
者
全
員
に

通
知

問
経
営
業
務
課

☎
７
１
５
９

−

５
３
１
５

上
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会

委
員
を
募
集

　軽自動車税（軽四輪、原動機付自転車、自動二輪車など）は、毎年4月1日に所有してい
る方へ課税します。譲渡、処分、盗難などの理由で所有していない場合は、3月までに
別表の手続き先で名義変更や廃車の手続きをしてください。なお、流山市ナンバーの廃
車手続きには、①ナンバープレート②標識交付証明書③印鑑④身分証明書が必要です。
問市民税課☎7150－6073 ID 646

忘れていませんか？
軽自動車･バイクの廃車手続き

4月1日現在の所有者に課税

手続き先
※いずれも平日のみ

流山市役所市民税課
☎7150－6073

千葉運輸支局野田自動車検査登録事務所
☎050－5540－2023

軽自動車検査協会千葉事務所野田支所
☎050－3816－3117

125㏄以下のバイク
小型特殊自動車 など

125㏄を超えるバイク

軽四輪自動車

種類

流山市ナンバー

野田ナンバー

・保険料の滞納がある方は助成を受けられません。
・脳ドックおよび脳検査の助成は3年度に1回。同一年度に人間ドック･脳ドックの併

用はできません。
・市で実施するがん検診（胃がん･肺がん･大腸がん）と検査項目が重複します。受

診予定の方は、保健センター（☎7154－0331）へお問い合わせください。
・検査医療機関の受け入れ件数には限りがあります。
・人間ドックは平成27年度から初回と2回目以降の検査項目が異なります。
・ペースメーカーを装着している方、手術などで体内に金属がある方、入れ墨や

アートメイクをしている方、妊娠している方、義歯･インプラントを入れている方、
閉所恐怖症の方などは、頭部MRI･頭部MRAを受診できない場合があります。

申請･検査の注意事項

29304ID

問

　
期
日
前
投
票

　
不
在
者
投
票

申請方法



　

南流山センターへ電話または直接窓口へ
問南流山センター☎7159－4511

★グリーフ･カウンセリング
大切な人を亡くされた方の集い

　今の気持ちや感情をお話しください。
聴くだけの参加も可能です。
日 4月7日㈮13時30分～15時30分
所野々下福祉会館　講グリーフ･カウン
セラー･金山美智子さん　定 5人（先着
順）　費 300円（資料代、お茶とお菓子付
き）　申 3月12日から電話
問野々下福祉会館☎7145－9500

32804ID

★サークルや団体のイベント情報
をお寄せください

　市ホームページ「まなびの森（生涯学習
情報）」で紹介する各種団体のイベント情
報などを随時募集しています。
申情報提供シート（市ホームページから
ダウンロード可）に必要事項を明記の上、
〠270－0192流山市役所生涯学習課へ
郵送または持参※メール、ファクスでも
受け付け
問生涯学習課☎7150－6106
FAX  7150－6521

shougaigakushu@city.nagareyama.
chiba.jp

10403ID

流山おおたかの森高校のイベント

①吹奏楽部　第9回定期演奏会
日 3月26日㈰15時～17時
所さわやかちば県民プラザ（柏市）
②演劇部　卒業・自主公演

「熱いぜ! 高校演劇!!」
日 3月27日㈪13時～15時30分、17時～
19時30分
所生涯学習センター(流山エルズ)

【共通事項】
費無料

★野々下福祉会館の講座

①ののした水彩画教室
日 4月11日㈫9時30分～11時30分
費 2,000円（資料･材料代含む）

32798ID

②いろいろアート
　季節の花を描いてみましょう。
日 4月11日㈫13時～15時
費 1,000円（材料代含む）　 32801ID

【共通事項】
所野々下福祉会館　講アートハウスいろ
いろ所属・造形作家・上谷知沙子さん
定 10人（先着順）
持スリッパ、作品を持ち帰る袋
申 3月12日から電話
問野々下福祉会館☎7145－9500

★リサイクル手芸作品展

　不用品から作ったとは思えないような
実用品やアクセサリー、季節の飾りなど
を展示します。
日開催中～4月14日㈮8時30分～17時

（祝日を除く）　所クリーンセンター
費無料
問クリーンセンター☎7157－7411

1412ID

★第31回流山市書道･硬筆展

日 3月22日㈬～26日㈰9時30分～17
時（26日は16時まで）※授賞式は26日
㈰13時から　所生涯学習センター（流山
エルズ）　費無料
問生涯学習課☎7150－6106

どなたでもお聴きになれます

★廃棄物対策審議会

日 3月22日㈬13時30分から
所クリーンセンター
内一般廃棄物処理基本計画について
問クリーンセンター☎7157－7411

541ID

★再生自転車の販売

▷応募期間＝3月15日㈬～29日㈬9時～
17時
対市内在住・在勤･在学の方※1年以内に
当選した世帯を除く　申クリーンセン
ターに展示する自転車から希望する自転
車（1世帯1台）を選び、申請者本人が申し
込み用紙に必要事項を明記の上、直接窓
口へ※多数抽選
▷引き渡し＝現金と引き換え。運搬など
は各自で
問クリーンセンター☎7157－7411

1411ID

★真
し ん

真
し ん

　運河駅で二
に こ

胡ミニライブ

　市内在住のプロの二胡奏者・真真さん
によるミニライブ。二胡の演奏体験も予
定しています。
日 3月17日㈮15時～15時30分、17時～
17時30分、19時～19時30分
所運河駅ギャラリー（運河駅自由通路）　
費無料　申不要
問利根運河交流館☎7153－8555（月・
火曜休館）

★スプリングコンサート

　全国大会で優秀賞を受賞した北部中学
校吹奏楽部による、元気で迫力ある演奏
をお楽しみください。
日 3月25日㈯13時～14時
所北部公民館　費無料　申不要
問北部公民館☎7153－0567

★ポールウォーキングで
流山民話の里を散策PartⅡ

日 4月3日㈪9時〜11時30分※雨天中
止　 所豊四季駅集合・解散　 講ポール
ウォーキング協会ベーシックコーチ･小林
幹夫さん　対 4㎞を歩くことができる方
▷コース＝諏訪神社（くらかけの松）→成
顕寺（大龍王とお坊さま）　定 20人（先着
順）　費 500円（別途ポールレンタル代
100円）　持飲み物、タオル、運動のでき
る服装、帽子など　申 3月13日9時から

申不要
問流山おおたかの森高校
☎7154－3551

わいわい子ども塾（全5回）
（県立手賀の丘少年自然の家主催）

　住んでいる地域や年齢の違う方たちと
一緒に、年間を通して自然体験や宿泊体
験をしてみませんか。
日 4月30日㈰、6月10日㈯〜11日㈰、8
月12日㈯〜13日㈰、10月14日㈯〜15
日㈰、12月9日㈯〜10日㈰　所手賀の丘
少年自然の家（柏市）　対小学4年生～中
学生で全ての日程に参加できる方
定 32人（多数抽選）　費 1万4,000円　
申往復ハガキに住所、氏名（ふりがな）、性別、
電話番号、新学年を明記の上、3月14日～
4月4日（必着）に〠270−1456柏市泉
1240－1手賀の丘少年自然の家へ郵送
問同自然の家☎7191－1923

江戸川大学の講座
世界のお茶の楽しみ方～日本茶･ 
紅茶･中国茶を味わう〜（全3回）

日 5月11日、6月8日、7月13日の木曜い
ずれも13時30分～15時　所江戸川大
学　講フードアナリスト･関川都代さん
定 15人（先着順）　費 5,400円　申電話
または同大学ホームページから
問同大学☎7156－7715
★は市または指定管理者などの主催のもの

選挙人名簿登録者数の公表
　公職選挙法に基づく3月1日現在の
選挙人名簿の登録者数は、147,837人

（前回比756人増）です。男女別では、
男72,768人、女75,069人となって
います。
　この選挙人名簿の登録は、正確な
有権者数を把握するため、年4回行っ
ているものです。
問選挙管理委員会事務局
☎7150－6100　 33215ID

第1455号  平成29年3月11日㈯

イベント
■ご一緒に楽しく歌いましょう（童謡・抒
情歌の会主催）＝3月16日㈭13時～14
時30分、生涯学習センター（流山エル

ズ）。500円 問 小
お

保
ぼ

内
ない

☎090−8434−
6820

■第4回松尾次郎とフォトCAFE流亭写
楽写真展＝3月16日㈭～26日㈰9時～
17時（16日は12時から、26日は16時ま
で。21日は休館）、杜のアトリエ黎明。無

料問松尾☎090−6513−4858
■第22回ぐるーぷ彩

さい

展（水彩・油彩）＝3
月22日 ㈬ ～29日 ㈬10時 ～17時（22日
は13時から、29日は15時まで）、さわや

かちば県民プラザ（柏市）。無料問吉田☎
7134−8071

■小児科健康講座「アレルギーのお子さん
の入園・入学」（東葛健康友の会主催）＝3
月29日㈬14時～15時30分、生涯学習セ
ンター（流山エルズ）。無料※一時保育（要

申し込み）あり問村上☎7159−1075
■紙芝居と史跡巡り「親子で触れよう　郷
土の歴史」（新川まちづくり協議会主催）＝
4月1日㈯9時～11時30分、北部公民館

ほか。無料※要申し込み 問 狼☎090−
8740−5675

■ハワイアンフラ体験レッスン（全2回）

（フラスタジオ　カ　レイアロハ主催）＝4
月4日・11日の火曜13時30分～15時、生
涯学習センター（流山エルズ）。1,000円
問高橋☎090−4716−8281

サークル 会費など詳細は
問い合わせを

■流山市グラウンド・ゴルフ協会南部支部
＝毎週火曜9時～11時、新東谷防災広場
問大谷☎7158−6544
■女声合唱団 コール・萌

もえ

＝毎週木曜10

時～12時、主に思井福祉会館 問 田中☎
7159－2613

■ひまわりフィットネス（60代・70代女性
の軽運動）＝月3回火曜13時～14時30

分、主に思井福祉会館問今井☎7158－
2722

■茶の湯の会（裏千家）（お抹茶を立てて
楽しむ）＝第2・4月曜12時30分～15時、

主に生涯学習センター（流山エルズ）問岸
野☎7158－2361

■ステップ3
さん

0
まる

3
さん

(初心者対象社交ダンス)＝
毎週金曜10時～11時30分、主に南流山

センター問能村☎7158－3145
■すみれの会(卓球)(初級～中級、60歳以
上)＝毎週木曜16時～18時、主にキッコー

マン アリーナ 問 梅田☎090－4845－
1895

■エイパ(弦楽四重奏、ピアノ5重奏ほか
室内楽の演奏。特にヴァイオリンの方募
集)＝第3日曜14時～18時（発表会年2

回）、JEC音楽院(柏市)問臼田☎7151－
5625

問秘書広報課☎7150－6063　 393ID

内容 ※一例

消費者保護、成年後見、保険、年金、経済、金融、仕事の取り組み方、男女共同
参画政策および啓発講座、自己尊重トレーニング、女性の再就職セミナー、海
外ボランティア、子どもの保健、健康呼吸法、ベビーマッサージ・スキンケア

天文教室、放射能の知識、西洋史学・国内歴史講座、カラーセラピー
講座、生物多様性(ホタル)と自然、省エネ講座

トールペイント、消しゴムはんこ、落款作成、親子園芸教室、かっぽれ、
お囃

はや

子
し

、生け花、手作り楽器講習会(ケーナ、サンポーニャなど)、混声
合唱指導、ピアノ指導、書き方講座(筆、ボールペン、筆ペン)、源氏物語
講読会、手づくり和菓子、クラシックギター、パソコンで描く水彩画、
ビデオ・映画の撮り方講座、健康麻雀、パソコンを使ったジオラマ制作

合気道、ターゲットバードゴルフ、グラウンドゴルフ、ヨガ、ジャズ
ダンス、ストレッチ、アンチエイジングエクササイズ

防災講座・防災訓練、AEDを含む心肺蘇生法、地震災害、地域・家庭
の防災、避難所の運営方法・シミュレーション、地域の防犯パトロー
ル・見守り活動、無線通信の指導、交通安全講座

分野

くらしの知識

一般教養

文化・芸術・
趣味

スポーツ

安心・安全

　さまざまな知識や経験、技能をお持ちの方（別表参照）が「まちの先生」として人材
登録しています。自治会や市民団体などで、イベントや講座を企画するときに、ぜひ

「まちの先生」をご活用ください。申し込み方法など詳細は、お問い合わせいただく
か、市ホームページをご覧ください。
　また、「まちの先生」への登録も随時募集しています。得意分野のある方は、ぜひご
登録ください。

イベント・講座に「まちの先生」を活用しませんか
多様な分野の講師が登録

問生涯学習課☎7150−6106　 11957ID



　情報紙「結ながれやま～私らしくあなたらしく～」は、市民編集員が男女共
同参画について学びつつ、さまざまな角度から取材･編集を重ねて作られてい
ます。15号目となる今回は、「流山でがんばる人見つけた」をテーマに、男女共
同参画の講座を通じて市民活動
を始めた団体や、子どもの外遊び
を支援する団体、防犯･防災活動
を地域で活発に行う方へのインタ
ビューのほか、平成29年度の講
座開催情報などを掲載しています。
　「結ながれやま」は、市役所、
各図書館・公民館などの公共施設
でご覧になれます。
問企画政策課☎7150－6064
1767ID

　

流
山
の
洋
品
百
貨
マ
キ
ノ
の

歴
史
は
、
進
取
の
気
性
に
富
ん

だ
流
山
商
人
の
典
型
と
い
え
る
。

　

初
代
・
牧
野
助
蔵
は
北
小
金

根
木
内
の
出
身
で
、
流
山
町
の

老
舗
角
屋
（
足
袋
屋
）
の
丁で

っ

稚ち

小
僧
が
振
り
出
し
。
２
代
目
の

耕
之
助
さ
ん
が
生
ま
れ
た
大
正

４
年
に
独
立
。
足
袋
屋
か
ら
時

代
と
共
に
発
展
し
洋
品
百
貨
に

成
長
し
た
。

　

戦
前
か
ら
戦
時
中
は
、
千
葉

県
下
の
軍
手
と
靴
下
の
製
造
の

権
利
を
持
ち
、
千
葉
･
茨
城
･

埼
玉
に
販
路
を
広
げ
、
根
戸
の

高
射
砲
隊
、
十と

余よ

二ふ
た

の
飛
行
場

へ
も
軍
手
を
一
手
に
納
め
て
い

た
。

　

戦
後
は
、
初
代
が
昭
和
11
年

に
建
て
た
蔵
造
り
の
店
舗
を
壊

し
て
駐
車
場
に
変
身
さ
せ
て
、

明
る
く
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
作
り

出
し
、
地
域
の
繁
栄
に
貢
献
し

た
。
向
か
い
合
っ
て
建
っ
て
い

た
も
う
一
軒
の
店
舗
も
、
全
面

的
に
改
築
。
間
口
10
間
の
近
代

的
な
社
屋
に
変
身
さ
せ
た
。

　

平
成
４
年
６
月
20
日
付
け
の

流
山
の
週
刊
紙
「
な
が
れ
や
ま

朝
日
」
に
、
浅
間
神
社
総
代
で

洋
品
百
貨
マ
キ
ノ
社
長
、
牧
野

耕
之
助
さ
ん（
71
歳
）と
東
武
野

田
線
江
戸
川
台
駅
東
口
駅
前

の
洋
品
セ
ン
タ
ー
マ
キ
ノ
社

長
、
商
工
会
江
戸
川
台
支
部
長

の
牧
野
修
蔵
さ
ん（
64
歳
）の
対

談
「
二
人
と
語
る
」
で
、
マ
キ

ノ
の
ル
ー
ツ
を
語
っ
て
い
る
。

　

助
蔵
さ
ん
の
長
男
・
耕
之
助

さ
ん
、
次
男
・
伊
助
さ
ん
、
三

男
・
修
蔵
さ
ん
は
、
い
ず
れ
も

洋
品
屋
に
な
っ
て
い
る
。

　

修
蔵
さ
ん
は
云
う
。「
私
は
中

学
を
出
て
か
ら
柏
に
出
来
た
中

央
気
象
台
技
術
養
成
所
に
入
っ

た
。
戦
後
昭
和
21
年
、
第
１
回

の
天
気
予
報
を
出
し
た
の
は
私

た
ち
の
班
。
終
戦
の
前
、
私
は

関
東
軍
の
軍
属
と
し
て
新
京
気

象
台
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
船
が
無
く
て
行

か
れ
ず
命
拾
い
を
し
た
の
で
す
。

そ
れ
で
日
本
大
学
経
済
学
部
を

出
た
。
水
泳
の
古
橋
、
橋
爪
と

同
期
で
す
。
学
生
時
代
に
商
品

の
買
い
付
け
な
ど
や
り
ま
し
た
。」

　

耕
之
助
さ
ん
は
語
る
。「
父

は
、
昭
和
35
年
、
67
歳
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
弟
の
伊
助
は
、

そ
の
前
に
調
布
に
店
を
出
し
て

独
立
し
ま
し
た
。」

　

修
蔵
さ
ん
は
云
う
。「
伊
助

兄
が
独
立
し
た
後
は
、
私
が
仕

入
れ
を
や
り
ま
し
た
。
結
婚
し

て
か
ら
も
10
年
間
、
流
山
の
店

に
い
て
、
江
戸
川
台
駅
東
口
駅

前
に
店
を
出
し
た
の
は
昭
和
39

年
12
月
。
終
戦
後
、
流
山
で
洋

品
屋
は
う
ち
だ
け
で
し
た
。」

　

牧
野
耕
之
助
さ
ん
は
、
平
成

21
年
７
月
３
日
亡
く
な
る
。
享

年
94
で
し
た
。

　「街頭で“のぼり旗”を見かけたら、投票に
行こうと思っていただけるよう頑張っていま
す」と話す木村忠雄さん。市民の政治意識の
向上と、各種公職の選挙が明るく正しく行わ
れるように、市民運動として啓発活動を積極的に推進する「流山市明るい選挙
推進協議会」（昭和44年創立）の会長を務める。
　各種選挙が執行されるたびに、木村さんは同協議会の“のぼり旗”を掲げ、会
員30人とともに市内の主要駅などで投票参加を呼びかける街頭啓発を行うほ
か、市内事業所を訪問して従業員への投票参加啓発を依頼している。また、公
職選挙法の改正により、昨年7月の参議院議員通常選挙から選挙権年齢が18歳
以上に引き下げられたことを受け、平成27年11月から同選挙までの間に市選
挙管理委員会と協力して、新たな有権者となる市内の高校3年生を対象に計7
回の模擬投票を実施した。同選挙での流山市の投票結果は、千葉県選出議員選
挙56.58％、比例代表選出議員選挙56.59％で、県内の市･区の中で4番目に高
い投票率だった。今年2月、同選挙において選挙の啓発に積極的に参加し、明
るい選挙の実現のために多大な貢献をした団体として、同協議会に「総務大臣
表彰」が贈られた。木村会長の就任後3回目、通算では5回目の受賞となった。
　木村さんが協議会に入会したのは平成元年。「知人に誘われて活動に加わり
ました。経験年数が長いベテランの会員ばかりで驚きましたが、気付けば自
分も30年近く続けています」と当時を振り返る。入会から19年が経過した平
成20年、協議会の総会により会長に就任した木村さんは、選挙前の街頭啓発
や市民まつり会場での啓発に加え、成人式会場でも投票参加を呼びかけるな
ど活動の場を広げてきた。選挙権年齢の18歳以上への引き下げに伴い、成人
式会場での啓発から、市内の高校生を対象とした模擬投票に啓発の場を移行。
昨年2月に実施した県立流山高校の模擬投票では、架空の街「流山高校市」の
市長選挙という設定で行い、候補者役の生徒4人が熱弁をふるった後、実際の
選挙で使用する用紙交付機や投票箱を設置した体育館で有権者役の生徒たち

が投票。開票の結果、約4割
の票を集めた候補者の当選が
決まると、館内は歓声でわい
た。「模擬投票を通じて、新た
な有権者となる高校生の皆さ
んに、政治や選挙を身近に感
じてもらえたらうれしいです。
今月26日は千葉県知事選挙の
投票日。多くの有権者の皆さ
んに投票に参加してほしい」と
木村さんは語った。

木村 忠雄さん
（木在住、69歳）

流山市明るい選挙推進協議会
5回目の総務大臣表彰を受賞

12

洋
品
マ
キ
ノ
の
ル
ー
ツ
山
本 

文
男

昨年2月、流山高校で実施した模擬投票

左･牧野修蔵さん、右･牧野耕之助さん
（平成4年撮影）
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掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号の押し間違えのないようにお願いします。
本紙掲載の募集記事などにかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません。古紙70％再生紙、植物油インキ使用

後藤純男画伯の大作が寄贈
「雪後大和」が流山市に

結
ゆ い

ながれやま～私らしくあなたらしく～
男女共同参画社会をめざす情報紙を発行

2月25日、博物館で、本市
初の名誉市民･(故)後藤純男
画伯の大作「雪後大和」の寄
贈式が行われました。寄贈式
には、奥様の後藤恂子さん、
ご子息の紳也さん、ご息女の
行
ゆき

定
さだ

洋子さん、後藤純男美術
館館長･行定俊文さんが出席
され、井崎市長から寄附受入
書が手渡されました。
「雪後大和」は、平成13年（2001年）に描かれた作品。奈良にある當

たい

麻
ま

寺
でら

や
斑
いかるが

鳩三
さんとう

塔の一つ法
ほっ

起
き

寺
じ

をモデルに描かれたと解説した行定館長は「後藤純男
の作品には、完成までに7年近くかかるものもあり、この作品もひと冬の景色
ではないのかもしれません。奈良の魅力が詰められたこの作品が、流山市民
の皆さんをはじめ、多くの方々に末永く愛されることを願っています」と語っ
てくださいました。
寄附者の恂子さんは「昨年9月に流山市初の名誉市民に選ばれたときは、主
人も大変喜んでおりました。また、流山市の市制施行50周年記念として回顧
展を開催いただき、多くの方々に主人の描いた絵をご覧いただけたことをとて

もうれしく思います。今後と
も主人の作品をどうぞよろし
くお願いいたします」と話し
てくださいました。
現在、博物館に展示されて
いる雪後大和は、2年後に開
館を予定している流山おおた
かの森駅北口駅前の公共施
設開設に合わせて、同施設へ
移して展示される予定です。
33187ID「雪後大和」（2001年制作）後藤純男美術館提供

最終話
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